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19 広報あづみの　2010.6.23

　

市
で
は
、
合
併
後
の
土
地
利
用
制
度

の
統
一
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、
本
年

9
月
に
条
例
制
定
、
来
年
4
月
条
例
施

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
条

例
制
定
を
前
に
、
本
年
4
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
、
区
単
位
で
基
本
集
落
を

図
面
に
明
示
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
く

地
区
別
説
明
会
を
順
次
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
策
定
中
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
お
よ

び
農
政
課
か
ら
改
正
農
振
法
に
つ
い
て

説
明
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
図
面
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
》

　

説
明
会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
人
の

た
め
に
、
豊
科
地
域
の
基
本
集
落
の
図

面
が
次
の
と
お
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間　

8
月
2
日
～
9
月
30
日

●
閲
覧
場
所　

豊
科
総
合
支
所
と
豊
科

公
民
館

※
穂
高
地
域
の
説
明
会
開
催
予
定
は
、

次
回
の
広
報
で
掲
載
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
を
つ
く

り
、
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
を
目
指
し
た
「
安
曇
野
市
の
適
正
な

土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
と
、

安
曇
野
の
景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
の

「
安
曇
野
市
景
観
条
例
（
案
）」
を
そ
れ

ぞ
れ
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本

計
画
）（
案
）」
を
、
都
市
計
画
策
定
委

員
会
を
中
心
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
後
、
こ
れ
ら
を
制
定
す
る
に
あ
た

り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
か
勤
務・通
学
す
る
人
。ま
た
は
、市

内
で
事
業
活
動
を
行
う
法
人
・
団
体
。

●
応
募
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
総
合
支
所
内

地
域
支
援
課
で
閲
覧
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
特
に
定
め
ま

せ
ん
が
、
提
出
す
る
人
（
団
体
）
の

住
所
・
氏
名
（
団
体
名
・
代
表
者
名
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ
郵
送

す
る
か
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
支
援
課
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

7
月
14
日
（
水
）
必
着

●
郵
送
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

安
曇
野
市
役
所
都
市
計
画
課
計
画
係

●
そ
の
他　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
市
の
考
え
方
を
整
理
し
た
う

え
で
意
見
募
集
結
果
と
し
て
公
表
し

ま
す
。（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

は
公
表
し
ま
せ
ん
）

土
地
利
用
制
度
統
一
に
向
け
て

地
区
別
説
明
会
の
開
催

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
目
指
し
て

土
地
利
用
制
度
に
ご
意
見
を

問
豊
都
市
計
画
課
計
画
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･
３
５
６
９
）

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
住

宅
の
耐
震
診
断（
無
料
）を
行
っ
て
い
ま

す
。
診
断
は
、「
長
野
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

建
築
士
が
、市
の
依
頼
を
受
け
行
い
ま
す
。

施
。
結
果
が
評
点
１
・
０
以
上
の
家
は

ま
ず
は
ひ
と
安
心
。
１
・
０
未
満
の
人

に
は
補
強
工
事
な
ど
の
提
案
を
し
ま
す
。

補
強
工
事
を
し
よ
う
！

　

前
記
の
精
密
診
断
の
結
果
か
ら
補
強

工
事
を
決
め
た
人
に
は
補
助
（
所
得
制

限
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。
補
強
工
事
費

の
１
／
２
（
最
高
60
万
円
）
が
補
助
さ

れ
ま
す
。
一
定
以
上
の
成
果
が
出
る
工

事
で
な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
設

計
士
・
工
務
店
な
ど
に
相
談
し
て
工
事

内
容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
補
強
工
事

以
外
は
対
象
外
で
す
。

税
の
優
遇
処
置
が
あ
る
と
聞
い
た
が

　

補
強
工
事
金
額
に
よ
り
所
得
税
や
固

定
資
産
税
の
軽
減
が
一
定
条
件
を
満
た

す
と
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
予
定
件
数
ま
で
ま
だ
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
住
宅

左
記
の
全
て
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅
（
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
や
非
木
造
の
住
宅

は
対
象
外
）

○
個
人
所
有
の
住
宅
（
長
屋
・
共
同
住

宅
は
除
く
）

●
申
し
込
み

　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課
に
備

え
付
け
の
申
出
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
次
年

度
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
は
、各
総

合
支
所
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
診
断
を
す
る
の
？

①
【
簡
易
診
断
（
無
料
）】

　

専
門
の
診
断
士
が
、
家
に
お
伺
い
し

て
外
観
な
ど
を
見
な
が
ら
、
お
住
ま
い

の
人
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
結
果

が
評
点
１
・
０
以
上
の
場
合
は
ひ
と
ま

ず
安
心
。
１
・
０
未
満
の
場
合
は
要
望

に
よ
り
②
へ
。

②
【
精
密
診
断
（
無
料
）】

　

簡
易
診
断
の
結
果
が
評
点
１
・
０
未

満
の
住
宅
で
、
補
強
工
事
を
前
提
と
し

て
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
を
希
望
す
る

人
が
精
密
診
断
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

専
門
の
診
断
士
が
家
の
中
や
天
井
裏
、

床
下
な
ど
に
入
り
、
詳
細
な
調
査
を
実

画

計

市

都

●豊科地域の開催日程
※時間：各会場とも 19：30 ～（2 時間程度）

開催日 会場 該当区
7月9日（金） 細萱公民館 重柳　細萱

12日（月） 新田公民館 新田
14日（水） 寺所公民館 踏入　寺所　徳次郎
16日（金） 豊科ふれあいホール 成相 本村
21日（水） 熊倉公民館 アルプス　熊倉
23日（金） 吉野コミュニティセンター 吉野　中曽根
26日（月） 上鳥羽公民館 下鳥羽　上鳥羽　真々部
28日（水） JA高家支所 下飯田　飯田　たつみ原
30日（金） 小瀬幅公民館 光　桜坂　小瀬幅　田沢　大口沢

土地利用制度統一に向けて
　合併後の土地利用制度の統一は、平成 18 年度
から市民検討委員会などを中心に検討を進めてき
ました。その後、委員会では、平成 20 年３月に「土
地利用に関するルール」と「景観等に関するルー
ル」を定めるよう市に対して提言しました。市で
はこれを受け、平成 20 年９月には、土地利用制
度は独自条例で統一を図ることを決め、各条例と
マスタープラン（案）が策定されました。

宅

住あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

穂高地域開発事業の承認
穂高町まちづくり条例の規定に基づき、
市長が承認した事業を公表します。

平成 22 年 3 月の開発審査分
（承認日　平成 22 年４月 12 日）

●株式会社Ａ＆Ｍサンワの開発事業
・場所　穂高有明 7604 番 3
・開発面積　1,470.00㎡
・目的　美術館備品収蔵用倉庫の建設
●タナカグループ株式会社の開発事業
・場所　穂高 6699 番１外 4 筆
・開発面積　2,299.00㎡
・目的　宅地分譲 6 区画
●株式会社アスピアの開発事業
・場所　穂高 6106 番 4 外 2 筆
・開発面積　1,444.26㎡
・目的　宅地分譲 5 区画
●株式会社松澤組の開発事業
・場所　穂高牧 1490 番１
・開発面積　2,954.00㎡
・目的　宅地分譲 5 区画
●株式会社イトウの開発事業
・場所　穂高有明 1616 番 43 外１筆
・開発面積　545.00㎡
・目的　建売分譲 2 区画
●株式会社エヌ ･ ティ ･ ティ ･ ドコモ
　長野支店の開発事業
・場所　穂高牧 2279 番１
・開発面積　1,056.81㎡の内 0.91㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設
●ソフトバンクモバイル株式会社の開発事業
・場所　穂高有明 1704 番 15
・開発面積　169.36㎡の内 12.00㎡
・目的　携帯電話用無線基地局の建設

平成 22 年 4 月の開発審査分
（承認日　平成 22 年 5 月 14 日）

●株式会社等々力不動産の開発事業
・場所　穂高 6539 番１外 3 筆
・開発面積　1,098.03㎡
・目的　宅地分譲 3 区画
　　　　既存住宅用地 1 区画
●有賀正明の開発事業
・場所　穂高有明 6938 番 2 外 3 筆
・開発面積　983.77㎡
・目的　自動車修理工場の改築
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